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○　個別計画の概要

産
業
の
振
興

福
祉
・
保
健
・
医
療
の
充
実

計画名 計画の概要

鹿島市農業振興地域
整備計画

農業経営基盤の強化
の促進に関する基本
的な構想

鹿島市酪農・肉用牛
生産近代化計画

鹿島市森林整備計画

かしま観光戦略プラン

鹿島市地域福祉計画

鹿島市障害者基本計画

鹿島市障害福祉計画

鹿島市高齢者保健福
祉計画

鹿島市子ども・子育
て支援事業計画

鹿島市ＤＶ対策基本
計画

本市の農業振興地域において総合的に農業の振興を図るた
めに農用地利用計画や生産基盤の整備開発計画等の必要な
事項を定めた計画

本市における育成すべき効率的かつ安定的な農業経営の目
標を明らかにするとともに、その目標に向けて農業経営の改
善を計画的に進めようとする農業者に対する農用地の利用
の集積、これらの農業者の経営管理の合理化その他の農業経
営基盤の強化を促進するための基本構想

本市の酪農および肉用牛生産の健全な発達ならびに農業経
営の安定を図るための計画

鹿島市内の森林の伐採、造林、間伐、その他の整備に関して施
業条件・方法などを定めた計画

鹿島市の誇る優れた観光資源や素材の魅力を最大限に生か
した、目指すべきふるさと鹿島の今後の観光戦略を示す計画

住民の誰もがそれぞれ自分らしく、安心していきいきと暮ら
すことができるよう、地域福祉力を高める方向性、ビジョン
を掲げ、その実現のための施策等をとりまとめた計画

障害者福祉に関する総合的な計画（障害者施策の展開）
啓発・広報、保健・医療、療育・教育体制、雇用・就労、生活支援・
生活環境、スポーツ・生涯学習、社会活動

障害者総合支援法に基づくサービス、相談支援および地域生
活支援事業の提供体制の確保に関する計画

保健福祉サービスに対する需要と将来必要なサービスの量
を明らかにしつつ、将来必要とされるサービス提供を計画的
に整備し、今後の高齢者福祉事業の方向性を示した計画

市の子ども・子育ての将来像を実現するために、子育てに関
する情報提供や相談体制の充実、妊産婦・乳幼児の健康増進、
教育環境の整備、子育てと社会参加の両立支援、専門的支援
の充実、安心・安全のまちづくりについて、教育・保育の提供
区域ごとに「量の見込み」に対応するよう「確保方策（提供
量）」を設定した事業計画

ＤＶ被害者やその子ども達への精神的支援、若年層への予防
の教育、交際相手からのデートＤＶに対する意識啓発などの
施策を推進するための計画
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計画名 計画の概要

環境問題に対処し得るように、市民、事業者、市が一体となっ
て循環型、共生型社会の確立を目指し、地域の特性を活かし
た長期的展望に立つ環境行政の指針、または地球温暖化対策
の方針を市民へ示した計画

本市における住宅政策の方向性、重点的に推進する施策、推
進方法を示し、地域に根ざした住まい、まちづくりの指針と
する計画

都市づくりの具体性ある将来ビジョンを確立し、地域におけ
る都市づくりの課題とこれに対応した整備等の方針を明ら
かにする計画

本市における市営住宅の役割を明らかにし、安全で快適な住
まいを長きにわたって確保するための計画

下水道施設の基本的な整備方向およびその根幹的施設の規
模ならびに配置を明確にすることで今後の下水道事業計画
の指針となるべき計画

災害予防、災害応急対策および災害復旧・復興について必要
な対策の基本を定め、市民の生命、身体および財産を災害か
ら保護し、被害を軽減するための計画

武力攻撃事態等が発生した場合、市民の生命、身体および財
産を保護するために、市民等の安全な避難・救援を的確かつ
迅速な手段等により、武力攻撃災害による被害を最小限に抑
えるための計画

市民の安全と安心を確保し、真に豊かで活力のある社会を構
築していくため、人命尊重の理念に基づき、交通事故のない
社会を目指し、関係機関・団体が相互の連絡を密にして、総合
的かつ計画的に効果のある施策を推進するための計画

子どもたちとその教育に焦点をあて、基本方針と6つの分野
での個人方針を掲げ、鹿島市における教育の方向性を示し、
その上でそれら基本・個別方針に基づいて、総合計画におけ
る施策や補強した施策を横断的かつ戦略的に展開する計画

本市における男女共同参画社会の実現に向けた具体的施策
を推進するための計画

本市における人口減少傾向に歯止めをかけるために、人口推
移等の分析、将来の展望を定め、これを踏まえて、Ｈ27年度か
ら5年間の基本的な目標や方向性について、まち・ひと・しご
と創生法に基づき、具体的な取り組み等をまとめた計画

本市における行財政改革を効果的・効率的に推進し、行政経
営の確立に向け、基本となる計画

鹿島市環境基本計画

鹿島市住生活基本計画

鹿島市都市計画マス
タープラン

鹿島市公営住宅等長
寿命化計画

鹿島市公共下水道基
本計画

鹿島市地域防災計画

鹿島市国民保護計画

鹿島市交通安全計画

鹿島市子ども教育大
綱

鹿島市男女共同参画
基本計画

鹿島市人口ビジョン
／まち･ひと･しごと
創生総合戦略

鹿島市行財政改革大
綱
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ＩＣＴ（情報通信技
術）

空き家バンク制度

有明海沿岸道路

インバウンド

介護保険事業計画

鹿島酒蔵ツーリズム®

観光型店舗

キャリアアップ

経営の多角化

景観まちづくり学習

軽量野菜

用　語 解　　　　説

ＩＣＴ＝Information and Communication Technology(インフォ
メーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー)の略語。
日本ではすでに一般的となったＩＴの概念をさらに一歩進め、Ｉ
Ｔ＝情報技術に通信コミュニケーションの重要性を加味した言
葉

空き家の所有者と、空き家の利用を希望する方（住みたい方）に
登録をしていただき、市がその情報を提供する制度。田舎暮ら
し、ＵＩＪターン、定住促進などを目的にした制度である。

福岡県大牟田市を起点とし鹿島市に至る、路線延長約55kmの地
域高規格道路（自動車専用道路）。そのうち、佐賀県内は起点側か
ら「大川佐賀道路」、「佐賀福富道路」、「福富鹿島道路」に区間割さ
れ計画決定している。「佐賀福富道路」の嘉瀬南～芦刈間は供用
開始している。 現在、芦刈～住ノ江間の平成27年度末供用開始
を目指し事業が進められている。

インバウンド（ツーリズム）。訪日外国人による観光。訪日外国人
数は年々増加しており、佐賀県および鹿島市においても同様の
傾向にある。特に中国・韓国のほかアジアからの観光客の割合が
多い。

介護保険法第117条により、市町村（介護保険者）が３年を一期と
する介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施に関し定めた計
画

鹿島市内で製造される酒類と、地域が持つ文化や歴史を合わせ
て国内外へと情報発信することで、鹿島を訪れる人の増加を目
指す地域活性化の活動。平成24年度に鹿島市が「酒蔵ツーリズ
ム」を商標登録した。

市民だけではなく、観光客も対象とした経営を行う店舗

資格取得や職場体験による勤労者としての能力向上

第一次産業従事者の所得向上を目的として、自らの生産物を
使った加工・販売を行う『6次産業化』や他産業との連携による
『農商工連携』を行い新たな産業の創出に向けた取り組み

まちづくりの一環として将来残すべき景観を守るために市民が
どのような活動が必要なのか認識するための学習

高齢者や女性でも比較的容易に収穫・運搬ができる野菜（ホウレ
ンソウ、チンゲンサイ、コネギ、オクラ、ミニトマト　など）

あ

い

か

き

け

10　用語解説
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公共施設の全体の状況を把握し、長期的な視点からの有効活
用や適正配置、適切な維持管理など、公共施設のあり方やマ
ネジメントに関する基本方針・基本計画を策定することとし
ている。

以前耕地であったもので、過去１年間以上作物を栽培せず、
しかも、この数年の間に再び耕作するはっきりした意思のな
い土地

小学生および中学生を対象とし、医療費支払額から自己負担金
（1月あたり500円）を除いた額を助成する鹿島市独自の制度

求職者が期待する仕事に対するやりがい、あるいは社風や労
働条件と企業が就業者に求める能力や適性、給与との間に
ギャップがあること。停滞する経済状況から就業機会が減少
したこと等により、特に若年労働者が就職してから短期間（3
年から5年以内）の内に離職する率が高くなっていることは
社会的に懸念されており、雇用のミスマッチが長期的な雇用
を妨げる原因になっているとも言われている。求職者と求人
する企業がお互いのニーズを適切に把握し、両者のギャップ
を埋める取り組みが重要と言える。

太陽光や太陽熱、水力、風力、バイオマス、地熱など、一度利用
しても比較的短期間に再生が可能であり、資源が枯渇しない
エネルギーのこと

佐賀県内における雇用の創出と地域経済の活性化を図るた
め、地方税の特例措置、補助事業を実施するなど県と市町が
連携し企業の立地を促進するために、県が指定する特定区域

①リデュース：ごみを減らすこと、出さないように工夫する
こと、②リユース：くり返し使うこと、③リサイクル：原料に
戻し、再び資源として利用すること

産業界（商工業者）・学術界（専門家・学識者・学校）・金融界（銀
行）・官公庁（市役所）の頭文字

民間企業（産）と大学等の教育機関・研究機関（学）そして、政
府・地方公共団体（公）が連携を行うこと

施設の名称。①地域農業の再生、②６次産業化・農商工連携へ
向けた取り組み、③観光資源としての活用という３項目を柱
とした産業活性拠点施設

Civil Society Organizations（市民社会組織）の略。
NPO法人、市民活動・ボランティア団体に限らず、自治会・町
内会、婦人会、老人会、PTAといった組織・団体も含める。

限りある資源を効率的に利用するとともに、再生産して持続
可能な形で循環させて利用していく社会

公共施設等総合管理
計画

耕作放棄地

子どもの医療費助成

雇用のミスマッチ

再生可能エネルギー

佐賀県企業立地促進
特区

３Ｒ運動

産・学・金・官

産学公連携

産業活性化施設
「海道しるべ」

ＣＳＯ

資源循環型社会

こ

さ

し

み ち
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鹿島市が造成した工場団地および鹿島市都市計画用途地域
内の工業専用地域、工業地域ならびに準工業地域

国の文化財保護法や地方自治体の文化財保護条例で保護の
対象として指定されている文化財。有形文化財・無形文化財・
民俗文化財・記念物・伝統的建造物群の五種で、学術的・歴史
的に貴重なもの

施設の名称。本市の中心拠点区域にある商業施設内に、高齢者福
祉・子育て支援などのための公的施設を再配置し、都市機能の充
実、市民の利便性を図り、都市の再構築を目指すための拠点

民間の社会福祉活動を推進することを目的とした営利を目
的としない民間組織

集落単位で農家が各自の農地を持ち寄り、共同で農機具を所
有したり、農作業を行ったりする組織

鉄道や空港などの事業において、施設の整備・保有主体と運営
主体を分離すること。九州新幹線長崎ルート開業後の長崎本線
（肥前山口～諫早間）については、佐賀県と長崎県が路線や駅舎
などの施設を所有、維持管理し、ＪＲ九州が全線を運行する。

施設の名称。本市の防災・防疫機能の充実を図るために中川
エリアに建設を進めている防災センター

全国各地に残る歴史的な価値がある集落や町並みの中から
価値の高いものを重要伝統的建造物群保存地区として国が
選定している。鹿島市では平成18年に浜庄津町浜金屋町と
浜中町八本木宿の2地区が選定されている。

中学生や高校生を中心に地域活動を行う青少年のこと

山地に水を蓄え、水源としての機能が高い森林

既存施設の現在価値や今後の経費を予測して、最少の管理予
算で最大の効果を得ることを目標とし、最も有効的な水道施
設の維持や向上策を立案して実施するもの

県内外のスポーツ団体が、鹿島市内のスポーツ施設を利用して行
う合宿のこと。市内のスポーツ資源を活かして、スポーツの振興、
青少年の健全育成、交流人口の拡大、地域経済の活性化を図る。

いつでも、どこでも、スポーツに親しむことができるように、
多種目、多世代の人たちが参加できるスポーツクラブのこと
で、平成12年に文部科学省の「スポーツ振興基本計画」に掲
げられた。

既に事業を営んでいる事業所の後継者が事業を引き継いだ
場合などに業態転換や新規事業に進出すること

指定地域

指定文化財

市民交流プラザ「か
たらい」

社会福祉協議会

集落営農組織

上下分離方式

新世紀センター

重要伝統的建造物群
保存地区

ジュニアリーダー

水源かん養林

水道資産更新計画
（アセットマネジメ
ント）

スポーツ合宿

総合型地域スポーツ
クラブ

第２創業者

し

じ

す
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だ



第六次鹿島市総合計画 83

資
料
編

　
10
　
用
語
解
説

第
４
編

まちづくりと連携し、住みやすく、活力に満ちた地域社会の実
現に向け、市内における地域公共交通の再編を推進しながら、
持続可能な地域公共交通網の維持・発展を目指すための計画。
地域公共交通の活性化および再生に関する法律に基づくもの

相談や体験の機会・場、緊急時の受入・対応など、地域における
障がい者の生活支援のために求められる機能を集約した拠点

平成18年４月の介護保険法の改正に伴い創設された機関
で、地域住民の心身の健康維持や生活の安定、保健・福祉・医
療の向上、財産管理、虐待防止など様々な課題に対して、地域
における総合的なマネジメントを担い、課題解決に向けた取
り組みを実践していくことをその主な業務としている。

高齢者世帯、障害者世帯、子育て世帯等各地域における居住
の安定に特に配慮が必要な世帯の居住の用に供する居住環
境が良好な賃貸住宅

地域生産地域消費の略語で、地域で生産された様々な生産物
や資源（主に農産物や水産物）をその地域で消費すること

本市においては、スカイロード商店街、さくら通り商店街、新町商
店街、稲荷通り商店街、新天町商店街および商業施設ピオの界隈

環太平洋戦略的経済連携協定の略で、アジア太平洋地域にお
いて高い自由化を目標に、非関税分野や新しい貿易課題を含
む包括的な協定の締結に向けた話し合い

Domestic Violence（ドメスティック・バイオレンス）の略。同居関
係にある配偶者や内縁関係の間で起こる経済的暴力、社会的隔離、
身体的暴力、心理的暴力、性的暴力などにより相手を支配する行為

メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満）に着目した健
診で平成20年度から開始。医療保険者に実施義務があり、40
～ 74歳までの医療保険加入者を対象とする。

特定健診結果、生活習慣病発症のリスクが高い人に対し、医
師・保健師・管理栄養士等が生活習慣の改善に向け6か月間、
面接等でサポートしていくもので、リスクの程度に応じて
「動機付け支援」「積極的支援」に分けられる。

土地を直接的に利用して生産を行う農業の形態。稲作や麦、
大豆の栽培など

市役所、エイブル、市民会館など市民活動ができる施設があ
る市役所周辺のエリア

地域の自然や産業などの特性を生かし、自然や人との交流に
重点をおいた体験型・交流型の観光スタイル。エコツーリズ
ムや、グリーンツーリズムなどもこれに含まれる。

地域公共交通網形成
計画

地域生活支援拠点

地域包括支援セン
ター

地域優良賃貸住宅

地産地消

中心商店街

ＴＰＰ交渉

ＤＶ

特定健診

特定保健指導

土地利用型農業

中川エリア

ニューツーリズム

ち

て

で

と

な

に
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認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見
守り、支援する応援者。各市町村で行われている「認知症サ
ポーター養成講座」を受講すれば認知症サポーターになるこ
とができる。

保育および教育を一体的に提供し、地域における子育て支援
を実施する機能を備える施設

農業法人のうち、農業およびその付帯事業を専業とするな
ど、農地法に定める一定要件を満たす法人

農商工等連携促進法に基づき、農林水産業者と商工業者が経
営資源を互いに持ち寄り、新商品・新サービスの開発等に取
り組むこと

日常生活や社会生活における障壁（バリア）となるものを除
去（フリー）することにより、高齢者、身体障害等が自立した
生活を営むことができる社会を実現すること

行政機関が重要な政策の意思決定を行う過程において、政策
の案を公表し、広く市民等から意見の提出を求め、提出され
た意見を考慮して意思決定を行うとともに、意見に対する考
え方を公表する手続

東アジア・オーストラリア地域において、渡り鳥の保全に関
わる国際的な連携・協力のための枠組みを提供することによ
り、鳥類の重要生息地の国際的なネットワークを構築すると
ともに、その普及啓発及び保全活動を促進することを目的と
する事業。本市では、新籠地先が平成14年に認定されてい
る。

佐賀県南西部の近隣３市町（鹿島市・嬉野市・太良町）の観光
協会および行政が参画し、広域での観光振興を目的とした協
議会

ラムサール条約湿地登録地域において、利用者が理解できる
ように展示や解説を行うための施設。案内、体験活動、情報発
信、管理運営などの機能を持つ。

マイナンバー制度（＝社会保障・税番号制度)とは、複数の機
関に存在する個人の情報を同一人の情報であるということ
の確認を行うための社会基盤（インフラ）であり、「社会保障・
税制度の効率性・透明性の確保」と「国民にとって利便性の高
い公平・公正な社会の実現」に向けて、国民全員に個人番号を
割り当てる制度

地域の団体・サークル等の学習会、研修会などへ職員が出向
いて話をする。
市が行っている仕事で分からないことや知りたいこと、聞き
たいことを講座メニュ―から選んでもらう。

認知症サポーター

認定こども園

農業生産法人

農商工連携

バリアフリー化

パブリックコメント

東アジア・オースト
ラリア地域フライ
ウェイ・パートナー
シップ

肥前路南西部広域観
光協議会

ビジターセンター

マイナンバー制度

まちづくり出前講座

に

の

ば

ぱ

ひ

び

ま
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Ｕターン･･･地方から都市部へ移住し、再び出身地に移住す
ること
Ⅰターン…出身地とは別の地方に移住すること（特に都市部
から地方に移住することを指す。）
Ｊターン･･･地方から都市部へ移住し、その後出身地周辺の
市町に移住すること

人、家畜、農林水産物およびその施設等に対し、生命的･経済
的な害を及ぼす生物に対する被害防止対策

障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず誰もが利用する
ことができる設計（デザイン）のこと

要保護児童、高齢者虐待、ドメスティック・バイオレンス、障
がい者虐待による被害者の早期発見や適切な保護および支
援を行うことを目的として、関係機関の情報共有と連携のた
めに設置する協議会

「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条
約」湿地の保存に関する国際条約。湿地の生態系を守る目的
で、1971年にイランのラムサールにおいて開催された国際
会議において制定された条約

第一次産業(産品)に新たな付加価値を求めるために、生産だ
けでなく、加工(第二次産業)、流通、販売(第三次産業)にも農
漁業者が主体的かつ総合的に関わる経営形態
（１次×２次×３次＝６次産業）

変化する経済・社会情勢に弾力的に対応するために、計画に
かかげている施策・事業の見直しや補完を毎年度定期的に
行っていく手法

やりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果たす
とともに、家庭や地域生活などにおいて人生の各段階に応じ
て多様な生き方が選択・実現できること

ＵＩＪターン

有害鳥獣対策

ユニバーサルデザイ
ン

要保護者等対策地域
協議会

ラムサール条約

６次産業化

ローリング方式

ワーク・ライフ・バラ
ンス

ゆ

よ

ら

ろ

わ


